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　明日香小学校の１～６年生２２８名が参加しました。
　子どもたちは基本的な動きやルールを楽しく学び、柔らかい剣と特殊なジャケットを使って、本
物さながらのフェンシングを安全に楽しめる「スマートフェンシング」を体験しました。
　さらに、日本代表選手の寺山珠

たま
樹
き
選手（（株）長谷工コーポレーション）と太田陽

ひなた
詩選手（早稲田

大学・橿原市出身）による模擬試合も披露され、トップアスリートの素晴らしい技に子どもたちも
大興奮でした！
【主催】明日香村
【協力】�奈良県フェンシング協会�

（株）長谷工コーポレーション�
大日本印刷（株）

　村と株式会社飛鳥ＦＣは、飛鳥フットボールクラブを通じた連携協力に関する包括協定を締結し
ました。定期的な協議を通じ、具体的な取り組みを推進していきます。
【今後の連携分野】
・スポーツツーリズム推進
　　飛鳥ハーフマラソンなどの事業協力で交流人口を拡大
・地域活性化・シティプロモーション
　　飛鳥ブランド醸成など、村の魅力発信を強化
・スポーツ振興・健康づくり・青少年育成
　�　「楽スポあすか」との連携や、健康増進、健全育
成を推進
・スポーツ環境の充実
　　スポーツ施設利用促進や環境整備に協力
・飛鳥ＦＣのＰＲ
　　村広報を通じた活動周知と応援機運の醸成

▲迫力満点の模擬試合
（左）寺山選手（右）太田選手

▲（左）中川代表取締役社長（右）森川村長

▲スマートフェンシング（開発：大日本印刷（株））
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フェンシング体験教室

飛鳥ＦＣと包括連携協定を締結

TOPICS

2広報あすか

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ



　自由民主党「飛鳥古京を守る議員連盟」萩生田光一会長、公明党「明日香村の保存・整備 PT」
鰐淵洋子衆議院議員をはじめとする８名が、世界遺産構成資産候補や村内歴史・文化・観光施設な
どの視察と意見交換会に参加されました。
【現地視察】
　飛鳥水落遺跡、奈良県立万葉文化館、酒船石遺跡、飛鳥宮跡、飛鳥京跡苑池、国営飛鳥歴史公園
館、国宝高松塚古墳壁画修理作業室を視察されました。

【意見交換会】
　地元代表として、山下真奈良県知事、森川裕一明日香
村長、石田雅則明日香村議会議長が挨拶をしました。
　議員の方々からは、国や県、市村の世界遺産登録を見
据えた取組についての質問や助言など積極的な発言をい
ただきました。

　現地視察と意見交換会には、国土交通省や文化庁、奈
良県も出席いただいており、意見交換会でのご意見を反
映し、今後の取組や予算獲得に繋げていただけることを
期待しています。

■自由民主党「飛鳥古京を守る議員連盟」・公明党「明日香村の保存・整備 PT」とは？
　1960年代の無秩序な宅地開発の波が明日香村に押し寄せたことで、村民らが立ち上がり、村の
保存を訴えました。
　1970年５月20日、「万葉のふるさとを守れ」、「飛鳥古京を守れ」という学者・知識人・報道陣
の声が政界に波及し、自民党議員170名により、「飛鳥古京を守る議員連盟」（橋本登美三郎会長）
が発足されました。
　発足以来、さまざまな局面で明日香村および飛鳥保存の最大の理解者で応援団として活動をいた
だき、1980年5月26日、「明日香村における歴史的風土の保存及び生活環境の整備等に関する特別
措置法（明日香法）」が公布・施行されました。
　現在、自由民主党「飛鳥古京を守る議員連盟」（萩生田光一会長）・公明党「明日香村の保存・整
備 PT」（浮島智子座長）により、明日香の価値を再認識し、国家的視野に立って、飛鳥文化の保存
と活用の取組にご支援をいただいています。
　明日香法の制定から45年が経ちますが、村民の皆さまの身近な生活と明日香法の関わりについ
て、今後紹介していきたいと思います。

〈参考文献：文化財・景観を守り、活かす　明日香法とともに　明日香村編〉

▲酒船石遺跡 ▲国営飛鳥歴史公園館

▲意見交換会

6/28 自由民主党「飛鳥古京を守る議員連盟」
公明党「明日香村の保存・整備ＰＴ」合同現地視察
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　明日香保育園の３～５歳児クラスの子どもたちが、保育園バスや車に取り残されてしまったこと
を想定して、助けを求める訓練を実施しました。
　子どもたちは紙芝居で学んだ後、大きな声を出す練習や、お尻や水筒等の固いものを使ってクラ
クションを鳴らす練習などを行いました。

【助けを呼ぶ４つの方法】
①大きな声で３回「助けて」と叫ぶ。　　　②三角マークのボタンを押す。（ハザードをつける）
③備え付けの電動ホイッスルを鳴らす。　　④クラクションを鳴らす。

　ハザードランプのついた車やクラクションは、子どもからのＳＯＳかもしれないと気にかけてく
ださい。

　毎年、保護司会をはじめ、村内各団体の皆さまにご協力いただく「社会を明るくする運動」強調
月間の啓発事業を実施しました。
　飛鳥駅周辺等での啓発物品配布のほか、事業者や学校等への巡回広報、園児・児童・生徒作成の
旗設置等を行いました。
　村内の園・学校では、旗の作成を通し、「社会を明るくする運動」の意義を考える機会になりま
した。
　ご協力いただきました皆さまに心からお礼申し上げます。
【協力してくださった園・学校】
・明日香保育園　　・明日香幼稚園　　・明日香小学校　　・聖徳中学校

▲先生による紙芝居 ▲確実に鳴らせるように何度も練習しました

▲子どもたちが旗を作りました ▲飛鳥駅前等に旗を設置しました ▲飛鳥駅前でのティッシュ配り
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7/1～

バス置きざり防止　特別訓練
車の中から SOS！

第７５回　社会を明るくする運動
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　中央公民館で、明日香村「人権を考える集会」が開催されました。
①開会行事
②２０２５年度活動方針
　�　「いのち」や「人権」を守るために、学習や行動を自ら進んで行う社会的雰囲気・世論づくり
が必要であること、「人権のむらづくり」を目指して啓発活動に取り組むことを確認しました。
③記念講演（歌手　山本かずみさん）
　�　『～あなたはあなたのままでそこに咲いてください～』と題して、二人の娘をもつ母として様々
な葛藤を経験された人生を振り返りながら講演いただきました。
　　今後も人権意識向上に取り組みますので、各行事等へご参加ください。

学びの時間
　始業前の１０分間に、基礎・
基本学習（国語・算数）と読
解力向上の時間（読書タイム）
を設定し、主体的に学習に取
り組むことで成長を実感でき
るようにしています。

英語教育
　言語や文化について体験的に理解を深め、
英語のリスニング・スピーチや基本的な表現
に慣れ親しみながら、
コミュニケーション
能力の素地を養って
います。

郷土学習プログラム
　郷土の自然や歴史、民俗文化等を中心に、体
験学習を取り入れ、個々に課題意識を持ち、
自分で考え、自分の
言葉で表現できる力
と郷土愛を育ててい
ます。

楽スポあすかとの協働
　学校と総合型地域スポーツク
ラブが協働して体力向上・健康
増進に取り組んでいます。陸上
教室・体操教室等で、専門的知
識を持つ指導者と教員が連携し
ながら、基礎体力の向上や運動
する楽しさを伝えています。

▲記念講演

7/5 「人権を考える集会」毎月１１日は「人権を確かめあう日」です

明日香小学校の特色ある教育活動

TOPICS・シリーズ
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６３０～６３６年　飛
あすか
鳥岡

おかもとのみや
本宮　（舒明天皇）

６４３～６４５年　飛
あすか
鳥板

いたぶきのみや
蓋宮　（皇極天皇）

６５６～６６７年　後
のちの
飛
あ す か
鳥岡

おかもとのみや
本宮　（斉明天皇）

６７２～６９４年　飛
あすか
鳥浄

きよ
御
み
原
はらのみや
宮　（天武・持統天皇）

　日本で初めて同じ場所に４時期の宮殿が建てられた
場所です。政務や儀式を行う空間や施設が天皇の住ま
いと一緒に設置されているのも、日本で初めてです。

　天皇を中心とした政治を確立するために、積極的
に東アジアの国々から技術や考え方を取り入れてい
ます。しかし、宮殿の建物は、瓦を使わない板葺き
であったことから、従来の技術や考え方も合わさっ
た初期段階の宮であったことがわかります。

　飛鳥宮に附属する庭園の遺跡
です。
　南北に２つの池があり、石で
造られた噴水や水槽が見つかっ
ています。

　庭園は、中国や朝鮮半島の国々の宮都に見られ
る宮中の宴や外国使節の接待の場であっただけで
なく、水を利用した祭

さい
祀
し
の場でもありました。こ

のことから、東アジアの技術・考え方と日本古来
の信仰が合わさっていることがわかります。

▲飛鳥浄御原宮中枢部の復元模型
　（提供：奈良文化財研究所）

▲甘樫丘からの眺め（提供：株式会社アスカラボ）

▲水を満たした南池（北から）
　（提供：奈良県立橿原考古学研究所）

▲南池　流水施設第１石吐水状況（北東から）
　（提供：奈良県立橿原考古学研究所）

▲（提供：奈良県立橿原考古学研究所）
　無断転載・複製禁止および改変禁止

2026年 いざ世界遺産登録へ！
「飛鳥・藤原の宮都」の構成資産を紹介します

●飛鳥宮跡（あすかきゅうせき）

●飛鳥京跡苑池（あすかきょうあとえんち）

シリーズ
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【時　間】月～金　９時～１６時３０分
　（ランチタイム１１時３０分〜１３時）

※各教室の開催時間は１０時〜１１時３０分です。
【場　所】明日香幼稚園内

  ･･･ マコリエ（０～３歳児対象　自由参加）
  ･･･ らっこ教室（登録された０・１歳児対象）
  ･･･ くまさんといっしょくらぶ

（登録された２・３歳児対象）
 ･･･ みらいっ子ルーム開放日

閉室日：

【カレンダー詳細】
●１２日（火）～１４日（木）は、明日香幼稚園閉園のため終日閉室となっています。ご注意ください。

●乳児健診…対象の方には個人通知します。

●アミィクラブ…０歳～就園前のお子さんとその保護者を対象に、明日香保育園で開催します。
　　　　　　　　要予約　☎５４-４１３８

【問い合わせ】明日香村大字橘２１番地　明日香村こども家庭センター　☎５４–５５５０

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日

1 2 3
製作の日

「花火の製作」

4 5 6 7 8 9 10
絵本の日 戸外あそび

「水あそび」
「はじめての
　　水あそび」

11 12 13 14 15 16 17
山の日 閉園 閉園 閉園

18 19 20 21 22 23 24
「洗濯ごっこ」

●乳児健診

●アミィクラブ
「楽しい水あそび」

25 26 27 28 29 30 31
さわってあそぼう

「寒天あそび」

教室の詳しい内容、持ち物等は子育て支援
アプリ「あすかっこ！」でご確認ください

8 月 あすかっこ
子育てカレンダー

みらいっ子ルーム

読み聞かせボランティア「あかずきん」
さんにお越しいただき、絵本や紙芝居、
人形劇などを楽しみます。

毎月１９日は食育の日です。
あすかっこの今年度の食育目標は

『朝ごはんをしっかり食べよう』です。

子育て
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犬養万葉記念館だより　～犬養孝と万葉歌～⑤
南
都
明
日
香
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

犬
養
万
葉
記
念
館

ＴＥＬ：５４－９３００　ＷＥＢ：http :// inukai . nara . j p/　ＭＡＩＬ：i nfo@ inukai . nara . j p

銀
しろがね

も　金
くがね

も玉も　何せむに
優れる宝　子にしかめやも

巻５の803（山上憶良）
建立者は奈良市東向北商店街の江戸時代からの老
舗書店だった桂雲堂豊住書店の当主、豊住謹一氏。
古瓦やその拓本の収集家でもあったと聞く。また
豊住氏は子どもたちの受難の社会現象を憂いて、

山上憶良の「子等を思う歌」の歌碑建立を決意。構想十年を経て、平成元年十一月自身
の傘寿の記念に油坂東町の菩提寺西方寺境内に建立された。夫の意に賛同して支えてき
た夫人の裕子さんが直前に亡くなられ、一周忌の追善供養も併せて除幕式が行われた。
当日は秋雨で、住職は夫人のうれし涙であると説き、犬養先生も亡妻を思い出されたの
か祝辞の途中で絶句されたという。万葉歌碑はこの有名な短歌（裏）だけではなく、黒
の御影石の表には長歌が揮毫されており、全国に広がる犬養先生の歌碑の中で唯一のリ
バーシブル（両面）歌碑となっている。豊住書店はご子息の豊住勝郎氏がなくなり、そ
の後令和三年十月に百五十年以上の歴史を閉じたが、ファンも多く、今は時々イベント
などで出店されている。
　「みんなで歌おう童謡唱歌」の会は、中央公民館にて、毎月第１木曜日に開催中。

　（１１時～正午）無料

８月２日（土）１４時～
たのしいおはなし会

 明日香村図書室 
【電　話】　５４－４４３０
【休室日】　月曜日・年末年始
【利用時間】　（平日） ９時～１９時　（土日祝） ９時～１７時
【住　所】　明日香村大字立部７４５番地（健康福祉センターたちばな１階）
※図書の予約・リクエストは図書室のカウンターで随時受付しています。
　（コミック・定期購読書籍は購入リクエスト対象外です。）
※「明日香村図書室」と「明日香村電子図書室」の蔵書は異なります。

どくしょ de ビンゴ　！ミッションに挑戦
　マス目に書かれたテーマの本を読んで、読書ビンゴ
に挑戦！
　ビンゴ達成者にはプレゼントを用意しています。

▼ 企画展示「ゾゾゾこわい話」
暑い夏、こわい話を読んで、ゾゾゾと涼しくなりませ
んか？

▼ 電子書籍
ご自宅のパソコンやスマホ、図書室内の iPad で、電
子書籍・雑誌が読めます。
詳細は図書室スタッフへお気軽にお尋ねください。

▲電子図書室

▲図書室蔵書検索

8月は日程に
ご注意ください

夏休み限定
イベント

万葉だより・図書室だより

8広報あすか
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☆ダブルダッチに挑戦！（公民館講座）
　２本のロープを使って跳ぶなわとび「ダブル
ダッチ」。初めてでも大丈夫！
関西大学ダブルダッチサークル「ミックスパッ
ケージ」の皆さまが優しく教えてくださいます。
パフォーマンスもお楽しみに‼
【日時】８月２２日（金）１３時３０分～１５時
【場所】中央公民館ホール
【対象・定員】�村内在住および在勤の小学生以上

の方・２０名程度
【申込期限】�８月８日（金）１７時まで
【参加費】無料
【持ち物】�飲み物・タオル�

※動きやすい服装でご参加ください。
【問い合わせ】�楽スポあすか�

☎５４－２８１０�
（平日９時～１７時）

☆飛鳥史学文学講座
【日時】８月３日（日）１３時～１５時
【場所】�中央公民館　１階　ホール�

〒634-0141�
明日香村大字川原９１番地の１

【講師】関西大学非常勤講師　今尾　文昭
【内容】�天武・持統陵と『阿不幾乃山陵記』�

－ 解明と課題 －
※�村内在住の方、関西大学学生、本講座に興味の
ある中高生は受講料無料です。
　皆さまのご受講を心からお待ちしています。
【問い合わせ】�関西大学教育後援会�

☎０６-６３６８-００５５

　公民館クラブと村民の皆さまの短歌

☆
短
歌　

・
梅
雨
入
り
や
し
と
し
と
雨
に
改
め
て

　
　
　
　

シ
ャ
キ
ッ
と
色
濃
く
紫
陽
花
の
花

	

辰
巳　

陽
子

・
カ
ル
ピ
ス
で
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
テ
ィ
乾
杯
し

　
　
　
　

初
恋
の
味
半
世
紀
遡
る

	

山
本　

能
世

・
東
京
の
ビ
ル
の
谷
間
も
農
あ
り
し

　
　
　
　

新
し
き
プ
レ
ス
楽
し
く
頂
く

	

森
本　

博
文

・
明
日
は
通
夜
最
後
に
姉
に
会
い
に
行
こ

　
　
　
　

つ
ね
姉
ち
ゃ
ん
さ
よ
な
ら
又
ね

	

西
村　

道
子

・
大
の
里
く
も
り
な
き
笑
み
全
身
に

　
　
　
　

唯
一
無
二
指
す
横
綱
と
な
る

	

森
田　

幸
子

・
水
無
月
の
田
に
ト
ラ
ク
タ
ー
に
ぎ
や
か
に

　
　
　
　

新
米
準
備
に
ほ
う
さ
く
願
い
ぬ

	

吉
田　

清
子

・
梅
雨
の
空
わ
ず
か
明
る
み
チ･

チ･

チ･

チ
と

　
　
　
　

さ
く
ら
葉
か
げ
に
季と
き

刻
む
鳥

	

奥　

ま
さ
み

・
軽
々
と
苗
箱
運
ぶ
孫
中
三

　
　
　
　

笑
顔
広
が
る
田
植
機
の
夫

	

脇
田　

智
子

・
五
月
雨
の
甘
樫
丘
に
登
り
来
て

　
　
　
　

満
開
の
モ
チ
ツ
ツ
ジ
に
出
会
い
ぬ

	

松
本　

義
夫

・
清
々
し
皐
月
風
吹
く
里
行
け
ば

　
　
　
　

匂
い
立
ち
く
る
蜜
柑
の
花
の
香

	

豊
田　

絹
代

・
亡
き
犬
が
廊
下
に
つ
け
た
傷
跡
を

　
　
　
　

消
せ
ば
消
す
ほ
ど
消
え
ぬ
思
い
出

	
森
本　

千
鶴
子

・
コ
バ
ン
ソ
ウ
を
庭
に
植
え
つ
つ
口
ず
さ
む

　
　
　
　
「
こ
こ
掘
れ
ワ
ン
ワ
ン
大
判
小
判
」

	

尾
関　

常
子

・
葛
城
の
頂
き
に
咲
く
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ

　
　
　
　

強
風
に
負
け
ず
山
肌
朱
い
ろ

	

上
中　

幾
代

・
月
一
の
「
童
謡
唱
歌
歌
う
会
」

　
　
　
　

歌
え
ば
戻
る
子
ど
も
の
頃
に

	

脇
本　

雅
子

・
苗
代
を
作
り
終
え
た
る
農
民
が

　
　
　
　

長
靴
洗
う
薫
風
そ
よ
ぐ

	

井
本　

智
子

・
懐
か
し
む
お
ぼ
ろ
月
夜
の
宮
の
森

　
　
　
　

ホ
ー
ホ
ー
ホ
ー
と
梟
の
声

	

森
本　

武
志

・
白
き
も
の
青
田
に
ひ
と
つ
縦
横
に

　
　
　
　

動
い
て
空
へ
飛
び
立
っ
て
ゆ
く

	

山
本　
　

修

・
幾
重
に
も
重
な
り
あ
っ
て
張
り
合
っ
て

　
　
　
　

山
が
華
や
ぐ
吉
野
の
桜

	

藤
川　

幹
代

・
高
野
氏
は
「
お
披
露
目
の
春
」
と
添
削
す

　
　
　
　

よ
ろ
こ
び
伝
わ
る
「
春
」
と
思
え
り

	

田
中　

祥
子

・
拝
殿
の
石
の
わ
ず
か
な
隙
間
へ
と

　
　
　
　

え
さ
運
び
ゆ
く
蟻
の
ひ
た
す
ら

	

友
田　

昌
子

・
低
き
声
お
顔
隠
し
て
世
話
係

　
　
　
　

マ
ス
ク
の
下
は
い
と
愛
ら
し
き

	

勝
川　

京
子

・
早
朝
の
鎮
守
の
森
の
梢
か
ら

　
　
　
　

だ
れ
を
呼
ぶ
の
か
小
綬
鶏
の
鳴
く

	

米
田　

郁
夫

・
ほ
の
ほ
の
と
白
い
明
か
り
の
卯
の
花
よ

　
　
　
　

空
き
家
に
い
ま
も
花
は
咲
き
た
り

	

米
田　

靖
子

▲申込フォーム

公民館からのお知らせ 問い合わせ：教育推進課　☎５４ー３６３７

公民館だより
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【太子の湯浴場 /運動指導室 営業時間　１０時～２０時（閉館時間）】
《明日香村健康福祉センター　たちばな》明日香村大字立部７４５　☎５４－５３３０

診
療
所
臨
時
休
診
の
お
知
ら
せ

　

８
月
は
次
の
と
お
り
臨
時
休
診
し
ま

す
。
薬
な
ど
に
つ
い
て
は
、
休
診
期
間

前
の
受
診
時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

16日 15日 14日 13日
（土） （金） （木） （水）

通
常
診
療

臨
時
休
診

臨
時
休
診

臨
時
休
診

【
問
い
合
わ
せ
】

　
明
日
香
村
国
民
健
康
保
険
診
療
所

　
☎
５
４
‒
３
０
０
５

高
齢
者　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

【
対
象
者
】

・
令
和
７
年
４
月
１
日
～
令
和
８
年
３

月
31
日
に
65
歳
・
70
歳
・
75
歳
・
80
歳
・

85
歳
・
90
歳
・
95
歳
と
１
０
０
歳
以
上

に
な
る
方
（
対
象
者
に
は
予
診
票
を
発

送
し
て
い
ま
す
。）

・�

接
種
希
望
の
60
歳
～
65
歳
ま
で
の
方

で
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ

り
免
疫
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん

ど
不
可
能
な
程
度
の
障
が
い
を
有
す

る
方
（
要
申
込
）

【
自
己
負
担
金
】

　
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。（
接
種
時
に
医
療
機
関
で
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。）

・
生
ワ
ク
チ
ン
（
１
回
接
種
）

　

３
，
０
０
０
円

・
組
換
え
ワ
ク
チ
ン
（
２
回
接
種
）

　

１
回
に
つ
き
７
，
０
０
０
円

【
接
種
期
間
】

　
令
和
８
年
３
月
31
日（
火
）ま
で

【
注
意
事
項
】

　
次
の
方
は
事
前
に
健
康
こ
ど
も
福
祉

課
で
証
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

・�

生
活
保
護
世
帯
ま
た
は
村
民
税
非
税

世
帯
：
無
料
で
す
。
手
続
き
に
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
が
必

要
で
す
。

・�

委
託
医
療
機
関
以
外
で
の
接
種
を
希

望
さ
れ
る
方
：
依
頼
書
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
健
康
こ
ど
も
福
祉
課

　
☎
５
４
‒
５
５
５
０

最終受付時間は１９時３０分です
※�入れ墨・タトゥーのある方、泥酔の方のご入浴は固くお断り
します

♦あすかゆったり「太子の湯」
■次回９月分の定期更新 / 新規受付は
　【８月２８日（木）】からです

■入浴剤投入イベントは、［11日（月・祝）・24日（日）] です

♦「ふれあいまつり２０２５」♦
～ 【８月２日（土）１１時～１６時】　雨天実施 ～

★キッチンカーがやってくる！「クレープるえる」さん正面玄関前出店販売★
ポップコーン・からあげなどの模擬店販売や

輪なげ・ボール的当てのゲームコーナーをお楽しみください。
〈夏の思い出のひとつに、お孫さん・ご家族・お友達との来館をお待ちしています〉

村民定期料金	 高齢者	 3,000円
	 《税込》	 一般大人	 5,000円
村外定期料金	 高齢者	 3,300円
	 《税込》	 一般大人	 5,500円

※高齢者：65歳以上の方

休館

火 水 木 金 土 日 月
1 2

／

／

／

／

／

 讃良の湯
5 6 7 8 9

 讃良の湯  大海人の湯
12 13 14 15 16

 大海人の湯  讃良の湯
20 21 22 23

 讃良の湯 大海人の湯
27 28 29

 大海人の湯  讃良の湯

3 4

10

17

24

26 30 31

11

休館休館
18

25
休館

女湯 男湯

9/1
休館

／  讃良の湯 大海人の湯 男湯

 大海人の湯男湯

19

女湯

女湯

男湯

男湯

男湯

女湯

女湯

女湯

《讃良の湯》 《大海人の湯》

明日香村健康福祉センター たちばな だより
８月 太子の湯カレンダー

太子の湯・健　康
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認
知
症
カ
フ
ェ

　
認
知
症
カ
フ
ェ
「
逢あ

い
糸と

オ
レ
ン
ジ
カ

フ
ェ
」
は
、認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、

介
護
や
福
祉
の
専
門
家
、
地
域
の
方
々

が
気
軽
に
集
え
る
場
所
で
す
。
認
知
症

の
介
護
や
地
域
で
の
支
援
を
考
え
て
い

る
方
、
認
知
症
に
つ
い
て
知
り
た
い
方

な
ど
気
軽
に
お
話
し
ま
せ
ん
か
。
相
談

も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

【
テ
ー
マ
】

　
認
知
症
と
音
楽
療
法
を
学
ぶ
（
実
践

あ
り
）

【
対
象
者
】

　
村
内
在
住
で
認
知
症
症
状
の
あ
る
方

と
そ
の
家
族
、支
援
者
、地
域
住
民
の
方

【
日
時
】

　

８
月
19
日（
火
）
10
時
～
正
午

【
申
込
期
間
】

　

８
月
15
日（
金
）ま
で

【
定
員
】
10
名
程
度

【
参
加
費
】
１
０
０
円

【
場
所
】

　
逢
糸
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
（
明
日
香
村
大
字
岡
１
３
番
地
の
３
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
逢
糸
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　
松
田

　
☎
０
８
０
‒
６
１
２
６
‒
９
０
６
６

認
知
症
予
防
教
室

健
康
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業

　

今
月
の
教
室
は
、「
目
指
せ
！
健
康

長
寿
」
で
す
。
歯
科
衛
生
士
と
管
理
栄

養
士
か
ら
、
食
べ
る
力
を
維
持
し
正
し

い
栄
養
摂
取
を
心
が
け
る
こ
と
を
学
び

ま
す
。
認
知
症
を
予
防
し
な
が
ら
健
康

長
寿
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ま
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

　
村
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
方

【
日
時
】

　

８
月
27
日（
水
）
14
時
～
15
時

【
申
込
期
間
】

　

８
月
22
日（
金
）ま
で

【
定
員
】

　
30
名
程
度

【
参
加
費
】

　
無
料

【
場
所
】

　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

　
会
議
室
１
・
２

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
健
康
こ
ど
も
福
祉
課

　
明
日
香
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
５
４
‒
５
５
５
０

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
活
動

健
康
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業

　
速
歩
ト
レ
ー
ナ
ー
の
貸
出
希
望
の
方

は
活
動
日
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
参
加
で
健
康
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
り
ま

す
。健
康
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
作
っ
て
、

ポ
イ
ン
ト
を
た
く
さ
ん
貯
め
ま
し
ょ
う
。

【
日
時
】

　

８
月
７
日（
木
）

　

９
時
45
分
～
11
時
45
分

【
内
容
】

・
お
で
か
け
健
康
法
の
紹
介

・�

速
歩
ト
レ
ー
ナ
ー
の
貸
出
・
診
断
・

返
却

・
健
康
チ
ェ
ッ
ク

　
血
圧
測
定
、
体
組
成
（
体
脂
肪
や
筋

肉
量
な
ど
）
測
定

【
場
所
】

　
役
場
１
階　

　
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
１

※�
開
催
場
所
が
前
年
度
と
は
異
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
利
用
料
金
】

　
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　
健
康
こ
ど
も
福
祉
課

　
☎
５
４
‒
５
５
５
０

個
別
健
康
相
談

　
健
診
結
果
や
、
日
頃
の
運
動
・
食
事

な
ど
の
生
活
習
慣
で
気
に
な
る
こ
と
を

相
談
で
き
ま
す
。
相
談
希
望
の
方
は
、

電
話
等
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

　

８
月
７
日（
木
）、
20
日（
水
）

※
要
予
約

・
一
人
（
一
組
）
30
～
40
分
程
度

・
９
時
30
分
～
15
時
30
分
最
終
予
約

【
内
容
】

　
専
門
職
（
管
理
栄
養
士
・
健
康
運
動

指
導
士
等
）
に
よ
る
指
導
・
相
談

　
個
別
に
生
活
習
慣
の
改
善
方
法
を
ご

提
案
し
ま
す
。

【
場
所
】

　
役
場
相
談
室

【
利
用
料
金
】

　
無
料

【
注
意
事
項
】

　
訪
問
に
よ
る
相
談
も
で
き
ま
す
。
ご

希
望
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
健
康
こ
ど
も
福
祉
課

　
☎
５
４
‒
５
５
５
０

健　康
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個人事業税の
　第１期分の納期限は、　　９月１日（月）
　第２期分の納期限は、１２月１日（月） です。

個人事業税の納付書は、
第１期分 ･第２期分を同封しています。

お間違いのないようご注意ください。
第２期分の納付書は、紛失しないよう保管いただき、１２月１日までに納付してください。
第１期分 ･第２期分をまとめて９月１日までに納付することもできます。

※年税額が１万円以下の場合は、９月１日までに全額を納付してください。
※金融機関の窓口、コンビニエンスストアの他、スマートフォン決済アプリ、地方税お支払サイト
　（クレジットカード・インターネットバンキング等）、ペイジー（ATM等）での納付もできます。
※口座振替制度もご活用ください。申し込みは金融機関にてお願いします。

各県税事務所・自動車税事務所の窓口では納付できません。
現金での納付は、コンビニエンスストア、金融機関窓口やATMを
ご利用ください。

納付場所や納付方法についての詳細は、奈良県税務課のＨＰをご覧ください。
https://www.pref.nara.jp/17664.htm

スマホやパソコンで
お 支 払 が 可 能 で す地方税のお支払が便利・簡単に !!

地方税お支払サイト
www.payment.eltax.lta.go.jp/

窓口まで行かなくても ･･･

スマホやインターネットでも納付手続きができます！

詳しくは、中南和県税事務所 課税係
（☎48-3004）までお問い合わせください。

● 奈良県中南和県税事務所からのお知らせ ●

キャッシュレス納付にご理解・ご協力をお願いします

お知らせ
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　定額減税不足額給付金（調整給付）とは、令
和６年度に実施した定額減税補足給付金（調整
給付）（当初調整給付金）の額に不足が生じた
場合に、令和７年度に追加給付を行うものです。
対象者には、８月中旬に確認書または申請書を
送付予定です。
【支給対象者】
　令和７年度の個人住民税が村で決定される方
（原則として令和７年１月１日時点で村に住民
登録がある方）で、算定基準の税額を令和７年
６月２日とし、下記の①②どちらかに該当する
方
①�令和６年度に実施した給付金と差額が生じた
方
　令和７年１月１日時点で村に住民登録があ
り、令和６年分所得税および定額減税の実績額
等の確定後、本来給付すべき額と、令和６年度
に実施した定額減税補足給付金（当初調整給付
金）との間で差額が生じた方
〈例〉
・�令和５年分に比べ、令和６年分所得が減少し
たことで、「令和６年分推計所得税額（令和
５年所得）」≳「令和６年分所得税額（令和
６年所得）」となった方
・�こどもの出生等、扶養親族等が令和６年中に
増加したことで、「所得税分定額減税可能額
（当初給付時）」≲「所得税分定額減税可能額
（不足額給付時）」となった方
・�当初調整給付後に税額修正が生じたことで、
令和６年度分個人住民税所得割額が減少し、
本来給付されるべき額が増加した方

②税制上扶養親族対象外等の方
（１）令和７年１月１日時点で村に住民登録が
あり、下記のすべての要件を満たす方

・�令和６年分所得税および令和６年度個人住民
税所得割ともに定額減税前税額が０円（本人
として、定額減税の対象外であること）

・�税制度上、「扶養親族」対象外の方（青色事
業専従者・事業専従者（白色）、合計所得金
額４８万円超の方）、（扶養親族等として、定
額減税の対象外であること）

（２）以下の給付対象世帯の世帯主・世帯員に
該当していない方

・�令和５年度住民税非課税世帯に対する給付金
（７万円）
・�令和５年度住民税均等割のみ課税世帯に対す
る給付金（10万円）

・�令和６年度新たに住民税非課税世帯または住
民税均等割のみ課税となった世帯に給付金
（10万円）
【給付額】
①�令和６年度に実施した給付金と差額が生じた
方

　「不足額給付時の調整給付所要額」と「当初
調整給付額」との差額
②税制上扶養親族対象外等の方
　原則４万円（定額）
　ただし、令和６年１月１日時点で国外居住者
であった方は３万円
※�給付金を装う詐欺にご注意ください。役場が
ＡＴＭの操作や手数料の振込を依頼すること
は絶対にありません。

【問い合わせ】　くらし窓口課　給付金担当　☎５４‒２２８２

※注１：�所得税・個人住民税合わせて既に４万円の定額減税を受けられている方、または合計所得金額
１８０５万円超の方は、調整給付の対象とはなりませんのでご注意ください。

※注２：�「不足額給付時調整給付所要額」(A) が「当初給付時調整給付所要額」(B) を下回った場合にあっ
ては、余剰額の返還は求めません。

定額減税不足額給付金（調整給付）
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国
民
年
金
保
険
料

納
付
は
期
限
ま
で
に
！

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
月
額
１
７
，

５
１
０
円
で
す
（
令
和
７
年
度
）。
日

本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書

に
よ
り
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
で
き
ま
す
。

ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
納
付
、
便
利
で

お
得
な
口
座
振
替
も
あ
り
ま
す
。

　
日
本
年
金
機
構
は
、
保
険
料
を
期
限

ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
け
な
い
方
に
、

電
話
・
文
書
・
訪
問
に
よ
る
早
期
納
付

を
案
内
し
て
い
ま
す
。

【
未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と
…
】

　
強
制
徴
収
の
手
続
き
に
よ
っ
て
督
促

を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
指
定
期
限
ま
で

に
納
付
が
な
い
場
合
は
、
延
滞
金
が
課

さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
納
付
義
務
の
あ

る
方
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
所
得
が
少
な
い
な
ど
納
付
が
困
難
な

場
合
は
、
保
険
料
が
免
除
・
猶
予
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
桜
井
年
金
事
務
所

　
☎
４
２
‒
０
０
３
３

児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
方
へ

　
「
現
況
届
」
と
「
一
部
支
給
停
止
適

用
除
外
事
由
届
」の
提
出
が
必
要
で
す
。

【
対
象
】

　
離
婚
な
ど
で
、
父
ま
た
は
母
と
生
計

を
同
じ
く
し
て
い
な
い
子
ど
も
を
養
育

す
る
家
族
（
ひ
と
り
親
家
庭
）

【
現
況
届
の
提
出
】

　

現
在
受
給
中
の
方
は
、
８
月
１
日

（
金
）～
８
月
29
日（
金
）に
提
出
が
必

要
で
す
。

※�

未
提
出
の
場
合
、
８
月
分
以
降
の
手

当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

※�

２
年
間
未
提
出
の
場
合
、
受
給
資
格

が
な
く
な
り
ま
す
。

【
一
部
支
給
停
止
適
用
除
外
事
由
届
の

提
出
】

　
支
給
開
始
か
ら
５
年
が
経
過
し
て
い

る
受
給
者
等
は
、
就
業
中
ま
た
は
就
業

活
動
中
、
就
業
困
難
な
事
情
が
あ
る
こ

と
の
届
出
が
必
要
で
す
。
必
ず
期
限
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

未
提
出
の
場
合
、
手
当
額
の
２
分
の

１
が
支
給
停
止
に
な
り
ま
す
。

※
該
当
者
に
は
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
く
ら
し
窓
口
課

　
☎
５
４
‒
２
２
８
２

特
別
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
方
へ

　
「
所
得
状
況
届
」
の
提
出
が
必
要
で

す
。

【
対
象
】

　
20
歳
未
満
の
身
体
や
精
神
に
中
程
度

以
上
の
障
が
い
を
持
つ
児
童
を
監
護
し

て
い
る
父
も
し
く
は
母
、
あ
る
い
は
父

母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方

【
所
得
状
況
届
の
提
出
】

　

現
在
受
給
中
の
方
は
、
８
月
12
日

（
火
）～
９
月
11
日（
木
）に
提
出
が
必

要
で
す
。

※�

未
提
出
の
場
合
、
８
月
分
以
降
の
手

当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

※�
２
年
間
未
提
出
の
場
合
、
受
給
資
格

が
な
く
な
り
ま
す
。

※
該
当
者
に
は
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
く
ら
し
窓
口
課

　
☎
５
４
‒
２
２
８
２

第
12
回
特
別
弔
慰
金

支
給
申
請
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、

令
和
７
年
４
月
１
日
現
在
、
公
務
扶
助

料
や
遺
族
年
金
等
の
受
給
者
が
い
な
い

場
合
に
、
額
面
27
万
５
千
円
、
５
年
償

還
の
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
対
象
】

　
次
の
順
番
で
上
位
の
ご
遺
族
一
人

①
弔
慰
金
の
受
給
権
者

②
戦
没
者
等
の
子

③�

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
に
生
計
関
係

を
有
し
て
い
た
、
戦
没
者
等
と
氏
を

同
じ
く
す
る
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、

兄
弟
姉
妹

④�

前
記
③
以
外
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、

兄
弟
姉
妹

⑤�

前
記
①
～
④
以
外
で
、
戦
没
者
等
の

死
亡
当
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上

の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
三
親
等

内
の
親
族

【
請
求
期
間
】

　
令
和
10
年
３
月
31
日
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】

　
く
ら
し
窓
口
課

　
☎
５
４
‒
２
２
８
２
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車
座
集
会（
明
日
香
座
）

　
村
政
へ
の
意
見
や
提
案
を
い
た
だ
く

た
め
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

■
第
２
回

【
日
時
】

　

８
月
９
日（
土
）
19
時
～

【
場
所
】

　
役
場
交
流
ホ
ー
ル

【
対
象
大
字
】

　

�

岡
・
島
庄
・
上
居
・
細
川
・
上
・
尾

曽
・
冬
野
・
畑
・
入
谷
・
栢
森
・
稲

渕
・
阪
田
・
祝
戸
・
橘
・
立
部
・
野

口
・
川
原

■
第
３
回

【
日
時
】

　

８
月
23
日（
土
）
19
時
～

【
場
所
】

　
役
場
交
流
ホ
ー
ル

【
対
象
大
字
】

　

�

飛
鳥
・
豊
浦
・
雷
・
小
山
・
奥
山
・

八
釣
・
東
山
・
小
原

【
問
い
合
わ
せ
】

　
総
合
政
策
課　

　
☎
５
４
‒
９
０
１
８

ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
機
能
を
利
用
で
き
ま
す

　

ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。（
Ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ
ｉ
ｄ
ス
マ
ホ
は

す
で
に
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
い
ま

す
。）

　
ア
プ
リ
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

機
能
を
搭
載
す
る
こ
と
で
、
実
物
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
代
わ
り
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
各
種
手
続
き
の
申

し
込
み
や
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

▲詳細は
　こちら

　
こ
の
機
能
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

利
用
の
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。
村
の

窓
口
で
は
受
付
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
ご
不
明
点
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
　
☎
０
１
２
０
‒
９
５
‒
０
１
７
８

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
出
張

申
請（
自
宅
訪
問
）サ
ー
ビ
ス

　
高
齢
の
方
や
、身
体
が
不
自
由
な
方
、

子
育
て
中
の
方
な
ど
、
来
庁
が
難
し
い

方
に
向
け
て
、
ご
自
宅
へ
の
出
張
申
請

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
で
き
あ

が
っ
た
カ
ー
ド
は
ご
自
宅
に
郵
送
し
ま

す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
く
ら
し
窓
口
課

　
☎
５
４
‒
２
２
８
２

▲詳しくはこちら

８
月　
し
尿
く
み
取
り

　
原
則
と
し
て
月
１
回
（
一
部
２
か
月

に
１
回
）
行
っ
て
い
ま
す
。

【
日
時
】

　

８
月
４
日（
月
）・
５
日（
火
）

　
午
前
中

　
（
時
間
指
定
不
可
・
く
み
取
り
と
集

金
は
別
日
で
す
。）

【
問
い
合
わ
せ
】

　
新
晃
株
式
会
社

　
☎
２
２
‒
５
２
５
８

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

今
年
の
「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
な
ら

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
」
は
10
月
に
変
更

さ
れ
ま
し
た
。

■
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
飛
鳥
駅
前
か
ら
２
つ
の
コ
ー
ス
を
回

る
県
内
一
斉
美
化
活
動

【
実
施
日
】

　
10
月
26
日（
日
）

　
大
字
清
掃
は
、
各
大
字
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
あ
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
く
ら
し
窓
口
課

　
☎
５
４
‒
２
２
８
２

情
報
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
を

　
設
置
し
ま
し
た
！

　

役
場
交
流
ホ
ー
ル
に
、
広
報
紙

や
議
会
だ
よ
り
、
子
育
て
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
を
閲
覧
で
き
る
情
報
閲

覧
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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買
い
物
を
お
手
伝
い
し
ま
す

　
お
出
か
け
に
不
安
が
あ
る
方
を
対
象

に
、
あ
す
か
デ
マ
ン
ド
乗
合
交
通
の
利

用
や
、自
宅
か
ら
停
留
所
ま
で
の
往
復
、

店
内
で
の
移
動
等
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

　
70
歳
以
上
ま
た
は
障
が
い
者
の
方

【
内
容
】

・�

あ
す
か
デ
マ
ン
ド
乗
合
交
通
の
登

録
、
予
約

・
自
宅
か
ら
停
留
所
ま
で
の
付
き
添
い

・
買
い
物
中
の
見
守
り

・
自
宅
へ
の
商
品
の
運
搬
補
助

・
そ
の
他
、
相
談
に
よ
り
対
応

【
行
き
先
・
日
程
】

■
ス
ー
パ
ー
エ
バ
グ
リ
ー
ン
飛
鳥
店

・�

８
月
７
日（
木
）・
13
日（
水
）・
28
日

（
木
）

・
９
月
４
日（
木
）・
25
日（
木
）

■
キ
リ
ン
堂
高
取
店

・
９
月
11
日（
木
）

※
い
ず
れ
も
13
時
30
分
～
15
時
30
分

※
買
い
物
時
間
は
１
時
間
程
度

【
利
用
料
】
５
０
０
円

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
５
４
‒
２
７
４
０

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
で
備
え
る

　
地
震
に
伴
っ
て
発
生
す
る
火
災
の
多

く
は
、電
気
関
係
の
出
火
が
原
因
で
す
。

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
、
一
定
以
上
の
揺

れ
を
感
知
し
た
際
、
自
動
で
ブ
レ
ー

カ
ー
を
落
と
す
装
置
で
す
。
地
震
発
生

時
の
火
災
防
止
に
役
立
ち
ま
す
。

　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を
設
置
し
、
わ
が

家
と
地
域
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
高
市
消
防
署　
予
防
課
予
防
係

　
☎
５
２
‒
４
４
９
９

荒
廃
し
た
竹
林
を

整
備
し
ま
せ
ん
か
？

　

放
置
さ
れ
た
竹
林
の
拡
大
を
防
ぎ
、

美
し
い
景
観
や
自
然
環
境
を
守
る
た

め
、
竹
林
の
伐
採
・
処
分
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
竹
林
】

・
管
理
が
さ
れ
て
い
な
い
荒
廃
竹
林

・
森
林
内
に
侵
入
し
た
竹　
な
ど

【
補
助
対
象
者
】

　
対
象
竹
林
の
所
有
者
（
共
有
の
場
合

は
全
員
の
同
意
が
必
要
）

※
以
下
の
方
は
対
象
外
で
す
。

・
村
税
を
滞
納
し
て
い
る
方

・�

本
事
業
と
同
様
の
補
助
金
を
国
・
県

か
ら
受
け
て
い
る
方

【
補
助
内
容
】

　
伐
採
・
撤
去
・
運
搬
・
処
分
な
ど
に

か
か
っ
た
費
用
の
９
割
ま
で
を
補
助
し

ま
す
。（
補
助
上
限
額
あ
り
）

【
補
助
条
件
（
一
部
抜
粋
）】

・
対
象
面
積
は
１
０
０
㎡
以
上

・�

伐
採
し
た
竹
や
雑
木
は
、
必
ず
「
現

地
堆
積
」「
場
外
搬
出
」「
破
砕
処
理
」

の
い
ず
れ
か
で
処
分

・�

整
備
後
も
適
切
な
管
理
（
除
草
や
再

発
生
竹
の
伐
採
な
ど
）
を
継
続
な
ど

※�

過
去
に
こ
の
補
助
金
で
整
備
し
た
土

地
は
対
象
外
で
す
。

【
注
意
】

　
着
手
前
に
、
申
請
書
を
提
出
し
、
交

付
決
定
を
受
け
て
か
ら
作
業
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

※�

申
請
書
は
左
記
窓
口
ま
た
は
村
Ｈ
Ｐ

か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

【
申
込
期
間
】

　

９
月
30
日（
火
）ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】

　
総
合
政
策
課

　
☎
５
４
‒
９
０
１
８

▲申請書は
　こちら

農
作
業
中
の
熱
中
症
に
注
意

　
農
作
業
中
の
熱
中
症
に
よ
る
事
故
が

毎
年
急
増
し
て
い
ま
す
。
こ
ま
め
な
休

憩
と
水
分
補
給
な
ど
、
正
し
い
知
識
を

身
に
つ
け
る
こ
と
で
予
防
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

・
明
日
香
産
業
課

　
☎
５
４
‒
９
０
２
０

・
健
康
こ
ど
も
福
祉
課

　
☎
５
４
‒
５
５
５
０

お知らせ
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農
薬
危
害
防
止
運
動

　
農
薬
は　
周
り
に
配
慮
し

　
　
　
　
　
　
　
正
し
く
使
用
！

　
安
全
な
農
薬
使
用
を
推
進
し
て
農
薬

事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
県
で
は
農
薬

の
使
用
機
会
の
多
い
夏
期
に
運
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
農
薬
は
ラ
ベ
ル
の
内
容
に
従
っ
て
使

用
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
使
用
時
は
、
周
辺
の
人
・
物
・
農

作
物
な
ど
に
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

　
特
に
、
学
校
・
公
園
・
住
宅
地
な
ど

に
隣
接
す
る
場
所
で
使
用
す
る
際
は
、

飛
散
防
止
の
取
組
と
周
辺
住
民
へ
の
事

前
周
知
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
に

ご
注
意
を

　
特
定
外
来
生
物
の
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ

ミ
キ
リ
は
、人
に
害
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

幼
虫
が
バ
ラ
科
樹
木（
サ
ク
ラ
や
ウ
メ
、

モ
モ
等
）
の
内
部
を
食
べ
る
こ
と
で
、

果
樹
園
や
庭
木
の
枯
死
を
発
生
さ
せ
ま

す
。
幼
虫
は
４
～
10
月
頃
に
樹
木
を
食

べ
、
木
く
ず
と
糞
の
混
合
物
を
排
出
し

ま
す
。２
～
３
年
か
け
て
成
虫
に
な
り
、

５
～
８
月
頃
に
樹
木
の
外
に
現
れ
ま

す
。

【
見
つ
け
た
時
は
】

　
成
虫
は
で
き
る
だ
け
そ
の
場
で
捕
殺

し
て
く
だ
さ
い
。
特
定
外
来
生
物
を
生

き
た
ま
ま
運
搬
や
飼
育
、
保
管
等
す
る

こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
被
害
木
は
、
伐
倒
や
薬
剤
注
入
、
樹

幹
部
に
ネ
ッ
ト
を
巻
き
付
け
る
等
の
対

策
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
明
日
香
産
業
課

　
☎
５
４
‒
９
０
２
０

猟
友
会
に
よ
る
有
害
鳥
獣
捕
獲

　
（
一
社
）
奈
良
県
猟
友
会
明
日
香
支

部
の
ご
協
力
に
よ
り
、
村
内
で
有
害
鳥

獣
の
捕
獲
・
駆
除
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
火
・
木
・
土
）

　
５
・
６
月
に
は
早
朝
に
銃
に
よ
る
鹿

の
駆
除
も
実
施
し
ま
し
た
。

　
農
地
で
獣
害
被
害
が
発
生
し
た
場
合

は
、
総
代
を
通
じ
て
明
日
香
産
業
課
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
捕
獲
に
は
土

地
所
有
者
の
同
意
な
ど
、
各
大
字
・
猟

友
会
・
村
で
調
整
が
必
要
で
す
。）

【
問
い
合
わ
せ
】

　
明
日
香
産
業
課

　
☎
５
４
‒
９
０
２
０

自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

体
験
会

　
今
年
も
奈
良
県
交
通
安
全
協
力
会
の

ご
協
力
で
、
自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

が
や
っ
て
き
ま
す
。
走
行
体
験
中
に
出

題
さ
れ
る
ク
イ
ズ
で
、
交
通
ル
ー
ル
・

マ
ナ
ー
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

【
日
時
】

　

８
月
29
日（
金
）・
30
日（
土
）

　

９
時
～
正
午　
※
先
着
順

【
場
所
】

　
役
場
交
流
ホ
ー
ル

【
参
加
費
】

　
無
料
・
申
込
不
要

【
主
催
】

　
明
日
香
村
交
通
安
全
協
力
会

【
問
い
合
わ
せ
】

　
総
務
財
政
課　

　
☎
５
４
‒
２
０
０
１

イノシシ シカ 総計
大根田 1 1
上平田 1 1
真弓 1 1
細川 1 1
尾曽 2 2
畑 7 7
阪田 1 3 4
祝戸 1 1
橘 2 2
立部 3 3

6 17 23

▲�うどん・粒状の
　混合物を出します

▲成虫は赤い部分が
　特徴です

▲�小学生からも被害が
報告されています

▲猟友会捕獲頭数（４～６月）
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全
国
一
斉

 「
こ
ど
も
の
人
権
相
談
」

こ
ま
っ
て
な
い
？
な
や
ん
で
な
い
？

い
っ
し
ょ
に
か
ん
が
え
よ
う
！

　
い
じ
め
・
体
罰
・
不
登
校
・
児
童
虐

待
な
ど
、
こ
ど
も
の
人
権
に
関
わ
る
問

題
に
つ
い
て
、
人
権
擁
護
委
員
と
法
務

局
職
員
が
無
料
・
秘
密
厳
守
で
相
談
に

応
じ
ま
す
。

【
対
象
】

　
県
内
在
住
の
児
童
・
生
徒
お
よ
び
そ

の
保
護
者
な
ど
の
大
人

【
強
化
期
間
】

　

８
月
27
日（
水
）～
９
月
２
日（
火
）

【
相
談
方
法
】

①
電
話

　
強
化
期
間
中
は
時
間
を
拡
大
し
、
８

時
30
分
～
19
時
（
土
・
日
は
10
時
～
17

時
）
に
受
付
し
て
い
ま
す
。

☎
０
１
２
０
‒
０
０
７
‒
１
１
０

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※�

携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
使
用

可
、
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
使
用
不
可

②
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

　
　

▲友だち追加
はこちら

③
メ
ー
ル

　
　

▲詳しくは
こちら

④
ミ
ニ
レ
タ
ー

　

６
月
末
頃
に
小
・
中
学
校
で
配
布
し

て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】 

　
奈
良
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
☎
０
７
４
２
‒
２
３
‒
５
４
５
７

消
費
生
活
相
談
か
ら

《
事
例
》

警
察
を
名
乗
る
電
話
に
注
意
！

　
警
察
を
名
乗
る
電
話
が
あ
り
「
あ

な
た
の
銀
行
口
座
が
資
金
洗
浄
に
使

わ
れ
て
い
る
。
逮
捕
し
た
犯
人
が
あ

な
た
と
共
謀
し
て
い
る
と
言
っ
て
い

る
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
ビ
デ
オ
通
話
な
ら

出
頭
せ
ず
に
済
む
」
と
言
わ
れ
て
、

ビ
デ
オ
通
話
に
誘
導
さ
れ
、
警
察
手

帳
を
見
せ
ら
れ
た
。

　
そ
の
後
相
手
の
指
示
に
従
い
、
住

所
や
銀
行
口
座
等
を
伝
え
運
転
免
許

証
を
掲
示
し
た
。
金
銭
を
振
り
込
む

よ
う
言
わ
れ
て
不
審
に
思
い
、
電
話

を
切
っ
た
。
個
人
情
報
の
悪
用
が
心

配
だ
。

　
（
70
歳
代
）

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

●�
警
察
を
名
乗
る
電
話
に
関
す
る
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

�

警
察
署
で
よ
く
使
わ
れ
る
下
４
桁

が
「
０
１
１
０
」
の
電
話
番
号
を

表
示
し
た
り
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
ビ
デ

オ
通
話
で
警
察
手
帳
を
見
せ
た
り

し
て
信
用
さ
せ
、
個
人
情
報
や
金

銭
を
引
き
出
す
手
口
で
す
。

●�

警
察
が
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

や
ビ
デ
オ
通
話
等
で
連
絡
を
取
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●�

警
察
か
ら
と
思
わ
れ
る
番
号
で

も
、
所
属
や
担
当
者
名
等
を
聞
い

て
一
旦
電
話
を
切
り
、
警
察
署
の

連
絡
先
を
調
べ
た
う
え
で
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

●�

簡
単
に
信
用
せ
ず
、
絶
対
に
相
手

に
個
人
情
報
を
伝
え
な
い
で
く
だ

さ
い
。

【
場
所
】

　
役
場　
相
談
室
中

【
問
い
合
わ
せ
】

　
明
日
香
村
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
☎
５
４
‒
２
２
８
２

※�

く
ら
し
窓
口
課
直
通
の
電
話
番
号
で

す
。
相
談
の
方
は「
消
費
生
活
相
談
」

の
希
望
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

※�

相
談
日
時
以
外
で
お
急
ぎ
の
方
は
消

費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
へ　

　
☎
１
８
８

　
奈
良
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
つ

な
が
り
ま
す
。
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奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
か
ら

の
お
知
ら
せ

〈
展
覧
会
〉

■�

特
別
展　

｢
天あ

ま

翔か
け

る
飛あ

す
か鳥 

烏
頭
尾

精
の
世
界｣

【
会
期
】
９
月
15
日（
月
・
祝
）ま
で

【
観
覧
料
】

　
一
般
１
，
０
０
０
円
、
高
校
・
大
学

生
５
０
０
円
、
小
・
中
学
生
３
０
０
円

※�

国
内
の
小
・
中
・
高
校
生
お
よ
び
18

歳
未
満
は
無
料
。
そ
の
他
割
引
等
、

詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
（
要
観
覧
券
・
申
込
不
要
）

【
日
時
】

　

８
月
20
日（
水
）
15
時
40
分
～

【
講
師
】
当
館
学
芸
員

〈
講
座
〉

■
万
葉
集
を
よ
む
（
無
料
）

　
「
秋
の
雑ぞ

う
歌か

（
５
）（
巻
８
・
１
５
５

７
～
１
５
７
３
番
歌
）｣

【
日
時
】

　

８
月
20
日（
水
）
14
時
～
15
時
30
分

【
講
師
】
中
本 

和
（
当
館
主
任
研
究
員
）

【
定
員
】
１
５
０
名
（
予
定
）

※�

会
場
参
加
は
事
前
申
込
不
要
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
の
み
事
前
申
込
要
。

■�

第
23
回
万
葉
古
代
学
公
開
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
（
申
込
不
要
）

　
「
続
・
神
と
仏
が
や
ど
る
場
所
―
山

と
水
に
寄
せ
る
古
代
信
仰
―｣

【
日
時
】

　

８
月
30
日（
土
）
13
時
～
17
時

【
講
師
】
橋
本
裕
行
氏（
明
治
大
学
）
他

【
参
加
費
】
５
０
０
円
（
資
料
代
含
む
）

【
定
員
】
１
５
０
名
（
予
定
）

〈
イ
ベ
ン
ト
〉

　
｢

に
ぎ
わ
い
フ
ェ
ス
タ
万
葉 

夏｣
　
８
月
30
日（
土
）ま
で

■�
巨
大
め
い
ろ
に
挑
戦
！
（
無
料
・
随

時
受
付
）

【
日
時
】

　

８
月
６
日（
水
）ま
で

　
10
時
30
分
～
正
午

　
13
時
30
分
～
15
時

※�

７
月
28
日（
月
）・
８
月
４
日（
月
）は

休
館

【
対
象
】
小
学
生
以
下

　
詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
奈
良
県
立
万
葉
文
化
館 

　
☎
５
４
‒
１
８
５
０　
　

▲万葉文化館ＨＰ

【
休
館
日
】

　
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）

【
開
館
時
間
】

　
10
時
～
17
時
30
分（
最
終
入
館
17
時
）

あ
す
か
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り 

２
０
２
５

【
日
時
】

　

８
月
10
日（
日
）

　
16
時
30
分
～
21
時
（
予
定
）

※
雨
天
決
行
、
荒
天
中
止

【
会
場
】

　
役
場
と
周
辺
エ
リ
ア 

【
内
容
】

　

夜
市
（
飲
食
・
物
販
）、
抽
選
会
、

花
火　
な
ど　

【
交
通
】

　

近
隣
に
駐
車
お
よ
び
送
迎
用
の
ス

ペ
ー
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
。
巡
回
バ
ス
や

徒
歩
、
自
転
車
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

【
主
催
】

　
明
日
香
村
商
工
会
青
年
部

　
最
新
情
報
や
詳
細
は
、
明
日
香
村
商

工
会
Ｈ
Ｐ
に
順
次
掲
載
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
明
日
香
村
商
工
会

　
☎
５
４
‒
２
０
６
８　

▲商工会 HP

※�

夏
ま
つ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

▲申込
　フォーム

大
和
飛
鳥
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

人
材
創
出
協
議
会
セ
ミ
ナ
ー

■
Ｄ
Ｘ
人
材
育
成

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
必
須
！
デ
ー
タ

活
用
術
・
超
入
門

　

デ
ー
タ
の
海
で
溺
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

数
字
を
正
し
く
読
み
解
く
方
法
を
い
ち

か
ら
丁
寧
に
解
説
し
ま
す
。

【
受
講
料
】

　
無
料

【
日
時
】

　

８
月
29
日（
金
）

　
13
時
30
分
～
16
時
30
分

【
会
場
】

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
和
高
田
２
階

【
定
員
】

　
30
名

【
問
い
合
わ
せ
】

　
大
和
飛
鳥
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
創

出
協
議
会
事
務
局

　
☎
４
７
‒
１
７
７
７

▲詳細・申込
　はこちら

お知らせ・募集
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【
応
募
先
】

　
〒
６
３
０
‒
８
０
０
２

　
奈
良
市
二
条
町
２
丁
目
９
‒
２

　
奈
良
県
歯
科
医
師
会
・
高
齢
者
い
い

歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
係

【
審
査
・
表
彰
】

・�

日
時
：
10
月
９
日
（
木
）
正
午
～
16

時
30
分

・�

場
所
：
奈
良
市
二
条
町
２
丁
目
９
‒

２　
奈
良
県
歯
科
医
師
会
館

・�

８
０
２
０
達
成
者
に
は
認
定
証
が
授

与
さ
れ
ま
す
。
最
優
秀
賞
者
に
は
後

日
、
知
事
か
ら
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま

す
。

【
主
催
】（
一
社
）
奈
良
県
歯
科
医
師
会

【
共
催
】
奈
良
県

【
後
援
】（
一
財
）
奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
、（
公
財
）８
０
２
０
推
進
財
団

【
注
意
】

　
昼
食
を
済
ま
せ
て
か
ら
表
彰
式
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
開
催
場
所
が
前
年
度

と
は
異
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
奈
良
県
歯
科
医
師
会

　
☎
０
７
４
２
‒
３
３
‒
０
８
６
１

飛
鳥
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
フ
ェ

ス
タ
へ
出
店
し
ま
せ
ん
か

　
飛
鳥
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
２
０
２
６
と

同
日
開
催
予
定
の
飛
鳥
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
フ
ェ
ス
タ
飲
食
・
物
販
等
ブ
ー
ス
へ

の
出
店
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
開
催
日
】

　
令
和
８
年
３
月
８
日（
日
）

【
場
所
】

　
国
営
飛
鳥
歴
史
公
園　
キ
ト
ラ
古
墳

周
辺
地
区

【
内
容
】

　
飛
鳥
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
２
０
２
６
に

伴
う
飲
食
・
物
販
等
ブ
ー
ス
の
出
店

【
募
集
期
間
】

　

８
月
29
日（
金
）ま
で

　
出
店
条
件
・
申
込
方
法
等
、
詳
細
は
、

Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▲詳しくは
こちら

（８月１日）（金）～

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
明
日
香
産
業
課

　
☎
５
４
‒
９
０
２
０

※�

区
画
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
応
募
多

数
の
場
合
、
出
店
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

シ
ニ
ア
元
気
会（
敬
老
会
）

　
日
頃
地
域
で
が
ん
ば
る
シ
ニ
ア
世
代

の
皆
さ
ま
を
対
象
に
楽
し
い
催
し
を
行

い
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

【
共
催
】

　
明
日
香
村
・
明
日
香
村
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
・
ア
ス
カ
美
装
株
式
会
社

【
日
時
】

　

９
月
15
日（
月
・
祝
）

・
午
前
の
部　

９
時
30
分
～

・
午
後
の
部　
13
時
30
分
～

【
場
所
】

　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
か
ん
な
び
ホ
ー
ル

【
催
し
内
容
】

・
村
長
挨
拶

・
川
本
三
栄
子
歌
謡
シ
ョ
ー

・
子
ど
も
落
語

【
対
象
者
】

　
村
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
方

【
定
員
】

　
午
前
・
午
後

　
各
１
０
０
名（
先
着
順
）

【
参
加
費
】

　
無
料

【
無
料
送
迎
場
所
】

・
近
鉄
飛
鳥
駅
前

・
石
舞
台
駐
車
場

・
あ
す
か
夢
の
楽
市

【
申
し
込
み
開
始
】

　
8
月
6
日（
水
）
8
時
30
分
～

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
健
康
こ
ど
も
福
祉
課

　
☎
５
４
‒
５
５
５
０

第
29
回
奈
良
県
高
齢
者

い
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

【
募
集
資
格
】

　
県
在
住
の
70
歳
以
上
で
歯
の
健
康
な

方※�

直
近
３
年
間
に
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ

れ
た
方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

【
応
募
期
間
】

　

８
月
31
日（
日
）ま
で

※
当
日
消
印
有
効
、
先
着
１
２
０
名

【
応
募
方
法
】

　
官
製
は
が
き
に
左
記
を
明
記
し
応
募

〈
必
要
事
項
〉

　

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名（
ふ
り
が

な
）、
電
話
番
号
、
生
年
月
日
、
性
別
、

年
齢

募　集
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（
一
財
）明
日
香
村
地
域
振
興
公
社

パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員
募
集

【
職
務
内
容
・
募
集
人
数
】

①
景
観
管
理
業
務
：
４
名
程
度

　
史
跡
地
等
の
草
刈
や
花
修
景
作
業
等

②
宅
配
発
送
業
務
：
１
名
程
度

　
商
品
の
梱
包
や
検
品
作
業
等

【
応
募
資
格
】

　

４
月
１
日
時
点
で
満
70
歳
未
満
の
方

【
勤
務
日
・
勤
務
時
間
】

　
シ
フ
ト
制
（
土
・
日
・
祝
の
勤
務
あ

り
）

①�

原
則
８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
週
３
日
程
度

②
原
則
８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
週
１
日
程
度

※
勤
務
時
間
は
相
談
に
応
じ
ま
す

【
雇
用
開
始
予
定
日
】

①
８
月
１
日（
金
）
以
降
随
時

②
10
月
１
日（
水
）
以
降
随
時

【
賃
金
】

　
公
社
の
定
め
に
よ
る

【
応
募
期
間
】

　

８
月
１
日（
金
）か
ら
随
時

【
応
募
方
法
】

　
履
歴
書
（
提
出
前
３
ヶ
月
以
内
に
撮

影
し
た
写
真
貼
付
）を
、ア
グ
リ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
飛
鳥
（
大
字
真
弓
１
０
４
２
番

地
）
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

（
９
時
～
17
時　
土
・
日
・
祝
も
受
付
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　
（
一
財
）
明
日
香
村
地
域
振
興
公
社

　
☎
５
４
‒
９
２
０
０

県
広
域
消
防
組
合

消
防
吏
員
採
用（
後
期
）

　
令
和
８
年
４
月
１
日（
水
）採
用
予
定

の
消
防
吏
員
を
募
集
し
ま
す
。
地
域
の

安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
、
意
欲
あ
る

人
材
を
広
く
募
集
し
ま
す
。

【
区
分
】

　
大
学
区
分
・
短
大
区
分
・
高
校
区
分
・

救
命
士
区
分

【
募
集
案
内
詳
細
】

　

▲詳しくは
　こちら

【
問
い
合
わ
せ
】

　
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

　
人
事
企
画
課
人
事
係

　
☎
２
０
‒
１
１
１
９

自
衛
官
等
な
ど
の
募
集

■
一
般
曹
候
補
生 

　
部
隊
中
核
で
あ
る
曹
養
成
コ
ー
ス

【
資
格
】
18
歳
以
上
33
歳
未
満

【
受
付
】
９
月
２
日（
火
）ま
で

【
１
次
試
験
日
】

　

９
月
13
日（
土
）～
21
日（
日
）の
う
ち

指
定
の
１
日

■
自
衛
官
候
補
生

　
任
期
制
隊
員
コ
ー
ス

【
資
格
】
18
歳
以
上
33
歳
未
満

【
受
付
】
年
間
を
通
じ
て
実
施

【
試
験
日
】
受
付
後
に
指
定

■
航
空
学
生

　
海
・
空
の
自
衛
隊
パ
イ
ロ
ッ
ト
等
を

目
指
す
幹
部
自
衛
官
養
成
コ
ー
ス

【
資
格
】

　
高
校
等
卒
（
見
込
含
む
）
で
、
海
は

18
歳
以
上
23
歳
未
満
、
空
は
18
歳
以
上

24
歳
未
満

【
受
付
】
８
月
29
日（
金
）ま
で

【
１
次
試
験
日
】
９
月
20
日（
土
）

■
防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
）

　
幹
部
自
衛
官
を
養
成
す
る
学
校

【
資
格
】

　
高
校
等
卒
（
見
込
含
む
）
で
、
18
歳

以
上
21
歳
未
満

【
受
付
】
10
月
16
日（
木
）ま
で

【
１
次
試
験
日
】
11
月
１
日（
土
）

■�

防
衛
医
科
大
学
校
学
生
（
医
学
科
・

看
護
学
科
）

【
資
格
】

　
高
校
等
卒
（
見
込
含
む
）
で
、
18
歳

以
上
21
歳
未
満

【
受
付
】

・
医
学
科　
10
月
８
日（
水
）ま
で

・
看
護
学
科　
10
月
３
日（
金
）ま
で

【
１
次
試
験
日
】

・
医
学
科　
10
月
25
日（
土
）

・
看
護
学
科　
10
月
18
日（
土
）

■
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
）

　
予
備
自
衛
官
の
公
募
制
コ
ー
ス

【
資
格
】
18
歳
以
上
52
歳
未
満

【
受
付
】
９
月
11
日（
木
）ま
で

【
試
験
日
】

　

９
月
13
日（
土
）～
29
日（
月
）の
う
ち

指
定
の
１
日

【
問
い
合
わ
せ
】

　
自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本
部

　
橿
原
地
域
事
務
所

　
☎
２
９
‒
９
０
６
０

▲橿原地域
　事務所HP

募　集
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芸能大会 美 術 展
期日：１０月１９日（日）
総合開会式　９時～
芸 能 発 表　開会式後（９時３０分予定）～
抽　選　会　演技終了後

期日：�１０月２６日（日）・２７日（月）�
　　　２８日（火）

時　　　間　９時～１６時（２８日（火）は正午まで）
催　し　物　（未定）

芸能大会
１　募集種目
　　　�器楽演奏、舞踊、声楽、演劇、その他芸能に関す

る種目
２　出演資格
　　�　村内在住者、村内勤務者、文化協会会員、
　　　公民館クラブ会員、伝承芸能保存会会員、
　　�　村が主催する講座受講生または村で活動する団体

美 術 展
１　募集作品　
　　�　絵画、写真、書道、工芸、生花、その他美術作品
２　出展資格
　　�　村内在住者、村内勤務者、文化協会会員、
　　　公民館クラブ会員、伝承芸能保存会会員、
　　　文化協会各種講座受講生、公民館講座受講生、
　　　村が主催する講座受講生、村で活動する団体
３　出品数
　　　１部門につき１人１点
４　作品規格
　　　サイズは展示可能な大きさとします。
　　※仕上寸法（額縁を除く）
　　・絵画：１５号以内
　　・写真：�Ａ３（四つ切りより一回り大きいサイズ）

以下
　　・書道：�仕上がり面積（額装・軸装を含む）は0.9

㎡以内
　　　　　　（最大辺２００㎝×４５㎝以内）
　　★その他作品は、上記規格に準じることとします。
　　★展示できるようにご準備ください。
　　※�規格を厳守してください。規格外の作品は受付で

きません。

３　その他
　　・�出演時間は１団体（個人）２０分以内とします。
　　・�出演に必要な特別の準備物については、出演者で

用意してください。
　　・�出演の順序、出演時間の調整については、主催者

に一任していただきます。
　　・�出演申込後、出演が不可能になった場合は、早急

に文化財課に連絡してください。

５　作品搬入
　　　１０月２５日（土）
　　・平面作品：１０時３０分～正午（予定）
　　・立体作品：１２時３０分～１４時（予定）
６　作品搬出
　　　１０月２８日（火）１２時１０分～１５時（予定）
７　子ども作品
　　・募集作品：�図画工作、書道（硬筆可）、手芸など
　　・出品申込：一般作品と同じ
　　・作品搬入：１０月２０日（月）～１０月２４日（金）
　　　　　　　　１７時まで
　　・作品搬出：１０月２８日（火）１５時以降
８　その他
　　・�作品は、出品者自身の意匠制作および本展示会未

発表の作品とします。
　　・作品には出品裏張用紙を裏に貼ってください。
　　・�出品者には所定の預かり書を交付、搬出の際は預

かり書を提出してください。
　　・規定時間以外での作品の搬入・搬出はできません。
　　・�展示方法については、主催者に一任していただき

ます。
　　・�展示会終了後、搬出しない作品は主催者で処分し

ます。（責任を負いません。）
　　・�作品の搬入・搬出の費用は全て出品者の負担とし

ます。
　　・�主催者は過失や不可抗力による作品の破損等につ

いて、一切責任を負いません。

【申し込み】
・申込用紙配布場所：文化財課（平日のみ）、中央公民館（平日・休日開館）
・受付期間：８月１２日（火）～９月１5日（月）１７時
・方法：グループ代表者または個人が申込用紙に必要事項を記入し提出
・場所：文化財課、中央公民館備え付けボックス

【問い合わせ】　文化財課　☎：５４‒５６００　FAX：５４‒９０３０
　　　　　　　　　　　　MAIL: bunka. asuka@gmail.com　※件名「文化祭について」

募　集　要　項

第５７回　明日香村文化祭第５７回　明日香村文化祭
『 ～ 広げよう、高めよう、飛鳥の文化 ～ 』『 ～ 広げよう、高めよう、飛鳥の文化 ～ 』

募　集
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ノルディック・ウォーク教室
８月はノルディック・ウォーク教室を

開催しません。

＜明日香村主催　トレッキング教室の参加者募集＞

【第５回８月教室】　大台ケ原【吉野郡上北山村】
●日曜コース・・８月１１日（月・祝）
　　　　　　　　※日曜コースは月曜日（山の日）に変更して開催します
●火曜コース・・８月１２日（火）　８時～１７時３０分頃
　　《歩行時間：５時間、距離：８．７㎞、
　　　　　　　　　　　　　標高差：４９２ｍ、下り：４９０ｍ》
【集合場所】　役場　駐車場

【集合時間】　７時４５分

【行　　程】　バス・・駐車場→ビジターセンター→日出ケ岳　（昼食）講習
　　　　　　→正木ケ原→尾鷲辻→牛石ケ原→大蛇嵓→尾鷲辻→駐車場・・バス

【対　　象】　小学生以上（小学生は保護者同伴）
　　　　　　※村内在住・在勤や近隣の方で経験の浅い方を優先させていただきます。

【参 加 費】　中学生以上１, ５００円、小学生５００円　　【保 険 料】　各回５００円　

【持 ち 物】　昼食、水筒、スポーツドリンク、雨具、ストック、軽登山靴、タオル、地図
　　　　　　コンパス、行動食、ヘッドライト、ファーストエイドキット等

【定　　員】　各コース１８名程度

【申し込み】　各コースとも、８月４日（月）～５日（火）に中央公民館へお申し込みください。
　　　　　　※複数名での申し込みは、ご家族に限らせていただきます。

中央公民館　☎５４－３６３６（平日９時～１７時）　【スポーツ振興くじ助成事業】

【申し込み・問い合わせ】ＮＰＯ法人楽スポあすか　☎５４－２８１０（平日９時～１７時）

こんにちは「楽
たの

スポ あすか」
からのお知らせです！

募　集
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男
2,402人（−11）

女
2,606人（＋1）

令和７年度　納期限

後期高齢者医療	 第２期
固 定 資 産 税	 第２期
国民健康保険税	 第２期
介 護 保 険 料	 第２期

９月１日（月）

　議会懇談は毎月第３火曜日
に行っていますので、お気軽
にご来庁ください。

問い合わせ 役場議会事務局
電話　54ｰ2107令和7年7月1日現在　（　）は前月比

合　計
5,008人（−10）

世帯数
2,190世帯（−2）

次号８月27日（水）発送予定　※到着に数日かかることがあります

内容 日（曜日）・時間 場所 相談内容 相談員 問い合わせ

人権相談 第２木曜日
１３時～１５時 中央公民館

いじめ、体罰、差別や嫌がら
せなどによる人権侵害につい
ての相談

人権擁護
委員

くらし窓口課
☎５４―２２８２

行政相談 第３木曜日
１３時～１５時 中央公民館

年金、登記、窓口サービスな
ど国や県、村の行政に対する
意見や提案などを随時お受け
します。

行政相談
委員

総務財政課
☎５４―２００１

消費生活
相談

毎週火曜日
（祝日を除く）
１３時～１６時

明日香村役場
１階相談室中

納得できない商品、不本意な
契約、訪問販売や電話勧誘な
ど消費生活に関する相談を専
門の相談員がお受けします。

消費生活
相談員

くらし窓口課
☎５４―２２８２

電話相談時は
「消費生活相談希望」
とお伝えください。

心配ごと
相談

第３水曜日
１３時～１５時

健康
こども福祉課

窓口

職業、健康、教育、結婚など
人にはいえない心配ごとや悩
み事の相談
※前日までに要予約

保健師　等 健康こども福祉課
☎５４―５５５０

ひきこもり
相談

（出張相談会）

①８月13日（水）
②８月 8 日（金）
③８月22日（金）
１０時～１６時

①�奈良県橿原総
合庁舎

②�③かしはらナ
ビプラザ

ひきこもりでお悩みの方やご
家族からの相談（最長５０分）
※要予約

臨床心理士
等

奈良県
ひきこもり相談窓口
☎０７４２―
　２７―８１３０

教育相談
毎週火曜日

（祝日を除く）
１０時～

１７時１５分

明日香村役場
１階ミーティング

ルーム１

子育てや家族のことについて、
またお子さんのことについて
子どもを育てていく上での悩
みや不安などを相談
※相談日前日までに要予約

臨床心理士 教育推進課
☎５４―３６３７

法律相談

第２・３・５
水曜日

１３時～１６時

橿原市観光交流
センター４階

（大和八木駅前）
金銭関係（交通事故等）、不動
産関係（登記等）、家庭関係（遺
産相続等）などの相談
※２週間前に事前予約必要

弁護士

中南和
法律相談センター
（奈良弁護士会）

☎０７４２―
　２２―２０３５

第１・３・５
火曜日

１３時～１６時
桜井市役所

１階

ひとり親
家庭等相談

（出張相談会）
第３火曜日

１０時～１６時

かしはら
ナビプラザ４階
市民相談広場

受付

ひとり親・ひとり親になる方
の就労・自立への相談

（１人６０分程度）
※要予約

ひとり親
コンシェルジュ

奈良県
スマイルセンター
☎０７４２―
　２４―７６２４

養育費等
相談

８月 7 日（木）
　　16日（土）
　　22日（金）
　　26日（火）

１３時～１６時

奈良県
スマイルセンター

養育費や財産分与、親権など
の問題についての相談
※要予約

元家庭裁判所
調査官や
弁護士等

奈良県
スマイルセンター
☎０７４２―
　２４―７６２４

「飛鳥・藤原」を世界遺産に！
広
報　
あ
す
か　
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明日香村では、関係団体等のご協力により各種相談窓口を設置しています。
お気軽にご相談ください。8 月 の 相 談 日

村民の声を村政に!!村民の声を村政に!!村 の 人 口
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